

















【実験】QD として CdSe/ZnS(発光波長 605 nm)を用い，そのトルエン溶液をガラス基
板上にスピンコートしたものを測定用試料とした。金ナノ粒子付着 AFM チップは，
シリコン製 AFM チップにポリエチレンイミンを付着させ，その後，単一金ナノ粒子










まず，金ナノ粒子付着 AFM チップを用いた結果について述べる。図 1 に金ナノ粒
子を付着した後の AFM チップの SEM 像を示す。チップ先端に 70 nm の金ナノ粒子が
付着していることから，この方法を用いて金ナノ粒子を付着させることが可能である
ことがわかった。そこで，この金ナノ粒子チップを用い，単一 QD の発光挙動評価を
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